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・THE  PORESTAR  HOME（ ITER の情報リンク）
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　調査した年度　　　　　 91 　93　 94　 95　  計
生活科が新設された理由が
　①　分かった　 　　　  4　  2　  4　  4　  14
　②　少し分かった　　　18 　26 　25 　26　  95
　③　分からなかった 　  3　  1　  1　  0 　　5
　④　何とも言えない　   9 　 4　  4　  5　  22
生活科が新設されるまでの経緯が
　①　理解できた　　　　  5　  7　  3   4 　 19
　②　少しは理解できた　 25 　22　 31 　29  107
　③　説明が不足である　  1　  1　  3　  1　　6
　④　分からなかった　　  3　  2　  9　  1　 15
　⑤　無回答　　　　　　  0　  1　  0　  0　　1
合科・総合学習について
　①　理解できた　　　 　 2　  4　  4　  8　  18
　②　少しは理解できた 　29　 24 　31 　22 　106
　③　説明が不足である　  0　  1　  2　  4　 　7
　④　分からない　　　　  3　  3　  6　  1　  13
　⑤　無回答　　　　　　  0　  2　  1　  1　　 3
生活科がどんな教科かが
　①　よく分かった　　　  4　  4　  4　  4　  16
　②　分かった 　　　　　18 　25　 28　 26　  97
　③　説明が不足である　  4　  1　  8　  5　  18
　④　分からない　　　　  7　  2　  3　  2　  14
　⑤　無回答　　　　　　  1　  1　  3　  1 　　6
技術科と生活科との関連が
　①　よく分かった　　　  1　  1　  1　  2　　 5
　②　分かった　 　　　　15 　13 　10　  9　  47
　③　何とも言えない　 　18　 17　 21 　18　  74
　④　分からない　　　　  1　  2　 13　  5　  21
　⑤　無回答　　　　　　  0　  0　  1　  0 　　1
　　調査した年度　　　　　91　93　94　95　  計
技術など理系科目の講義での教育論は
　①　必要と思う　 　　17　21　25　16　  79
　②　役に立つ　　　 　14　10　17　16　  57
　③　役に立たない　　  1   2　 0　 1　 　4
　④　無回答　　　　　  2　 0　 4　 2　　 8
理系教員が理科実験に加えて文化的実習をするのは
　①　よいと思う　　　　33　32　41　35　191
　②　よくない　 　　　  0   0　 0　  0　 0
　③　その必要はない　   1　 1　 5　  0　 7
　④　とんでもない　　　 0　 0　 0　  0　 0
技術科の学習領域で聞きたいと思うのは
　 ①　木材加工　　　　  8　  3　  7　  9　  27
　 ②　金属加工　　　　  1　  3　  1　  2　　 7
　 ③　電　　気　　　　  7　  3　  2　  8　  20
　 ④　機　　械　　　　  3　  7　  4　  5　  19
　 ⑤　栽　　培 　　　　17　 20 　20 　18　  75
　 ⑥　情報基礎　　　　 －　  9　  2　  2　  13
　 ⑦　無回答　　　　　  0　  0　  0　  3　 　3
行ってみたい実験または実習
　　①　理科実験　　　  6　  4　  6　  3　  19
　　②　植物栽培　　 　17 　19　 11　 13　  60
　　③　動物飼育　 　　 7　 12　 19　 11　  49
　　④　工　　作　　　 11　  8　  7　 13　  39
　　⑤　調　　査　   　 3　  2　  6　  5　  16
　　⑥　その他　　　　  0　  0　  0　  1 　　1
　調査で回答を求めるときは、単に理解したかどうか
の数字をみるだけでなく、その理由を聞くことは大切
なことである。内容が明確でない質問も含まれていた
ように考えられるときにどう受け止めたかが分かる。
そのようなことも含めて、記述式で理由をそれぞれの
事項について回答を求めた。各々の回答の理由として
挙げたことがらは、以下のようなものである。
５－２　教科教育に係る質問に答えたときの理由
　１）．生活科が新設された理由として挙げた内容
　生活の意図から、低学年教育の在り方、答申の内容、
報告書、歴史を通して(2)、生活の内容から、生活科
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の目標から､「生活科」の試行と実践から、色々あっ
てかき切れない、体験学習の重視、より子供たちに密
着した観点から、詰め込み教育への批判と言う点、現
在の注入型教育への批判、現状教育への批判、報告書、
テスト、小学校低学年と高学年の相違(2)、学習意欲
を取り戻す、人間性の重視、目的意識を持たせること
から、初期教育・親業教育の充実
　２）．生活科が新設されるまでの経緯理解の中身
　流れがつかめなかった、必要性を叫ぶ声の高まり、
現場の声に基づいている、時代背景的に、歴史的に、
歴史から、子供達の問題点から、大まかな程度、報告
書類、時間経過的に、少し忘れた部分がある、何年に
施行されたか忘れた、詰め込みだけではだめだ、授業
中に見たビデオなどで、評価の問題など、授業で知っ
たところまで、途中必要だと思われつつその難しさか
らあまり広まらなかった時期があること
　３）．合科・総合学習を理解した内容
　人間性の育成、必要性、生徒の生きる力をつけると
言う点、必要とされできたものである、分科しないこ
との意義、教科を合わせることで子供たちに合わせる
ことが、学習内容(2)、手段の再用例の多さ、実体験
重視(2)、成立の経緯について、子供が楽しく学習で
きる、小学校について、４つの形態(2)、自立を目標
にしている点、必要性と実施状況など、外国での総合
学習、人間を育成する点
　４）．生活科がどんな教科かを理解した内容
　生活科の意図・内容、体験学習、新設の経緯、配布
された印刷物、実践例のビデオ、ビデオを見て ・、
具体的に体験する、体験を通して学ぶこと、実体験重
視、教科書から、講義から、いろんな事をやってみる
教科、総合学習、実際の授業を見たことがなくイメー
ジが湧かない、目標・教材・活動・評価から、饋還、
体験学習・地図学習から
　５）．技術科と生活科との関連を理解した内容
　エネルギー(2)、エネルギー問題(2)、エネルギー関
連(2)、エネルギー等の学習共通点、様々なエネルギ
ー、エネルギーの例から、エネルギーや栽培的分野、
エネルギーとの関わりが分かった、配布した印刷物か
ら、印刷物など、生活に密着している点、何れも体験
して学ぶこと、特に活動内容は技術科に関わるという
こと、体験するということ、説明が少なめに思う、よ
く分からない
　６）．技術担当の科目での教育論は必要と思うか
　どの教育にも必要だと思う、どのような科目でも教
える内容や方法についての議論は教育の発展につなが
る、実践だけではうまくいかない、生活に密着した部
分が多いから、生活上必要だから、物理的に考えるこ
とが多いから、広い知識を身につけた方がよい、講義
での内容とは関係しなくても見た方がよい、我々の生
活との関係の重要さを学ぶため、どの科目も教育する
ためのものだから必要ないことはない、子供たちが実
験や工作などが好きだから、教養はどの方向に対して
も必要なものであると思う、どのような場においても
講義である以上コンセプトなる教育論は必要、理系の
先生も教師ですから、生活科もそうですが身近なこと
が多いので、理系科目・文系科目に関係なく必要だか
ら、自然科学的な揺るぎのない事実から理論的に物事
を考えることも必要だから、自分がどれだけ自然を傷
つけているか、教育者の立場から考えなければならな
いから、どこかに通じることがあるから、生活に根差
した科目であるから、技術科だから必要な人には必要
だと思う、生きることに直接結び付くから
　７）．実験だけでなく実習も必要と思う理由
　教育の一環として必要、小学校教員は片寄ったりす
るのはよくないと思う、理系教員だからといってそれ
にこだわることはない、広い知識をもつことが必要、
広い知識を身につけた方がよい、広く見聞をもつこと
はよいことだと思う、広い範囲のことを知っていた方
が教える内容も理解しやすいものになると思う、幅広
い知識があればどんなことにも対応できるため、幅広
い知識を持つため、広い範囲の知識が必要だと思う、
幅広く知識を深めてほしいから、何事もチャレンジ、
違う分野を多く学ぶことはよいと思う、教養は深めれ
ばその分だけよいと思う、狭い範囲で物事を考えるよ
りはよいと思うから、現場が大事だから、何事も経験、
悪いという概念があるのですか、豊かな教養はどのよ
うな職業でもあった方がよい、全く関係ないとは思え
ないから、理系教員も理科的なものだけでなく文系的
なものを必要だから、何でもそうだが物事を多角的な
視野から見ることは大切だと思う、それが教師だから、
片寄っていてはよくない、理系だけで人は生活してい
ないので、両方がどう関わっているのかを知ることが
できるから、専門的なものだけでいい、一つの方向に
片寄りすぎてはいけないと思うから、関連づけること
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ができればよいと思う、文化的実習がより理解できる、
教員としての人間性も成長したいから、分からない
５－３　授業と実習の内容に対して希望した理由
　１）．聞きたい技術系列の領域とその理由
　領域名の後の［　］内には平成８年度以降３年間の
受講者数を、理由内容文末の（　　）内には、同じ内
容の回答をした回答者数を示した。
　電気［22]：よく分からない難しい分野だから、好
きだから、奥が深そうだから、今いち難しくて分から
ないから、ハイテクのエネルギー源は多く電力であり
この分野はとかくブラックボックス化してしまい易い
ので、分かりにくいため、興味がある、中学校で経験
して楽しかったから
　栽培［45]：身近でこれから重要、今まではあまり
やったことがないから、庭づくりをしたいので、栽培
に興味があるから(2)、実行にすぐうつせるから、自
分でもやれそうな気がする、奥が深そうだから、成長
過程を見るのが楽しみだから、楽しそう、他の４項目
は理系分野で嫌いだから、生活科で一番役に立ちそう
だから、北の国から 98 を見て、いねについて興味を
持った
　機械［11]：興味がある(2)、リンクが面白いから、
機械は身近にあるわりにその実体をあまり知らないか
ら
　金属加工［６]：ナイフづくりをしているので、よ
く分からないから、興味関心が一番強いから、金属を
硬くする焼き入れなどに興味があるから
　木材加工［10]：昔から好きな分野だった、木で何
かをつくるということを学びたいから
　その他［５]：すべてに関して応用は効くと思う、
全部（技術科の生徒ですから、すべてに興味がある）
　無回答［２］
　２）．行って見たい実験・実習の内容とその理由
　理科実験［15]：楽しく学習できる、理科が好きだ
から(2)、理科専攻なので(2)、興味があるから、興味
を抱いているがこの大学ではできないこと
　植物栽培［32]：好きなので(3)、植物を手塩にかけ
て育てて見たい、役に立ちそうだから、自分に向いて
いるから、実際を知りたい、楽しそう、野菜を食べた
いから
　動物飼育［28]：動物好き(3)、動物に触れる機会が
ないから、動物を飼う難しさを知っておきたいから ・、
単純に感動できて面白そうだから
　工作［22]：工作が好きなので (3)、いろいろ物を
作ることが好きだから・楽しそうだから
　調査［11]：生活科の中心的内容に近いから、学外
でやるこことが多く面白いから、統計学に関心がある
ため、やったことがないから
　その他［１］
　３）．生活ｄを履修することにした理由
　エネルギー問題に関心を抱いた、文系なので理系の
内容を学ぶことが必要と思った、太陽エネルギーを内
容に取り上げる所に興味を持った、太陽エネルギーに
興味を持ったから(3)、エネルギーという言葉にひか
れた、興味があったから、太陽について興味があった
から、太陽エネルギーについて学びたかった(2)、エ
ネルギーの話が聞きたかったから(2)、特になし(4)、
理科的要素が多すぎると理解できるか不安だったから、
正直に言いますと必修だったから、一番自分の生活に
近いと思ったから、生活と技術の共通点・役割分担が
知りたかった(2)、スケジュールの都合(3)、技術の生
徒だし技術科の先生がやる生活も聞いて見たかっ
た ・、自分は技術科なので少しでも役に立つかなと
思って、自分に一番身につきよいと思うから、生活科
の歴史が知りたかった、技術科側の面から見て生活と
いう科目にどう対処して行くかが興味深かったから、
技術科の先生だとは受けるまで知らなかった、一度受
けて見たかったから、面白そうだった、“子ども”と
離れて「生活」を見れると思ったから、無回答(5)
６．「生活科教材研究法ａ」受講生の反応
　この科目では､『教科教育』と『もの作り』の授業
内容を実施する順序が前後したりして一定しないため
記述式の意見や感想を求めることにしたため、数量的
に分析するのは難しいとしても、傾向は把握できる。
　次ぎに、一部ではあるが、近年の受講者の回答例を
紹介することにする。内容は、授業全般に関する感想
や意見、課題研究についての感想や意見など、および
その他に感じていることの３項目である。
６－１　授業全般について思ったこと
　授業全般について思ったこと感じたことについては
いろいろな面から述べているので、共通な言葉のある
-13-
部分を拾って人数を示して見ると、以下のようになる。
　生活科の内容が分かった・知ることができたと言う
もの11 名、楽しかった・嬉しかったと言うもの８名、
興味がもてた、良い内容や教材であったというものが
８名、自分で考える題材であったと思ったもの６名、
ものを作ること作らせることは大切だと感じたものが
６名、参考になった・ためになった・良かったと言う
ものが４名、充実した授業だったとか受け易かったと
言うものが各１である。課題重視の授業を学生たちが
求めていることは否定できないと言えそうである。一
方で、生活科との関連が分からなかった・漠然として
いた・難しかったなどの批判的なものが７名いた。
６－２　課題研究について感じたこと
　工作を中心にした課題研究について感じたことがら
として前項と同じようにして、多い順に並べると次の
ようになる。
　苦労した・迷った・面倒だと思った・難しかった等
と悲観的に感じたもの 15 名、今後の参考にしたい・
良い課題であったと言うもの 11 名、面白かったとか
楽しかった・楽しさを味わった・重要だと感じたもの
11名、考えさせられたとか考えたと言うもの７名、勉
強に役立つ・貴重な経験をしたと言うもの３名、他の
授業で前に経験していたのでやり易かったなどが２名
いた。はじめはいやだと思ったとか難しいというもの
が全てそのままで終わった訳ではなく、その一方で楽
しかったとか面白かったと答えているので、全く否定
された訳ではないと理解している。
６－３　その他の事項
　その他の意見や提言に属するものは、前項にもあり
この項目ではそれほど多くなかったが、以下のような
内容であった。
　もう少し時間をかけて欲しい。
  欠席したので、発表会に出られなかったのが残念だ。
  欠席したときの課題もやりたかった。
  教材研究は、理論より実践であると感じた。
  今後とも工作を取り入れて欲しい。
  作品を返して欲しかった。
  小学校のとき生活科があったらナァ・・・と思った。
　課題の実践は、楽しかったとか、できて嬉しかった
とか実践を望むとの意見が多く、十分に時間をかけて
欲しいとか、これからも工作を取り入れて欲しいなど
の意見は受講生たちが手を使う機会に巡り会ったこと
に対する実感を述べたものであると受け止めている。
７．考　察
　環境教育は、100 年ほど前に創始され、自然観察や
環境保全について学ぶために行われてきた歴史の長い
総合学習の典型であると言える。一方、技術教育は人
間の生活の場を通して学ぶ総合学習教科と位置づける
ことができる。これについては、先に『技術教育の役
割について』の論議を展開し、他の各教科とも密接に
関連していることを例示し、提言したところである。
　これまでに述べてきたように、小学校の低学年での
生活科は、総合学習を主体とする教科として見ること
ができ、技術教育の中での特質を生かしながら係わる
ことができ環境教育を実現できる教科であると言える。
生活科は、自分を知り自分以外の人や自然との係わり
方を見出しながら自己が自立して行くことを教育目標
とする教科である。自然との係わりの部分は環境教育
そのものである。教師達は指導に当たるのではなくて、
学習活動を支援をする側に立つことが求められている。
生活科の授業を受講する学生たちが生活科の教育目標
や内容を理解しておくことは、必要なことと思う。
　総合学習の実践の経験なしに『生活』の授業設計を
するとか月日をかけて観察することは難しいと思うし、
頭で考えていることを文字にしたり、作業を通して形
に表すためには積み重ねが必要で、いろいろな道筋を
辿りながらも自分の身につけるための環境教育の入口
としての役割を果たす授業であるとして位置づけたい。
　中学校教員免許取得が卒業要件であった中学校教員
養成課程の専攻の一つである技術専攻から小学校教員
２種免許取得も卒業要件とする学校教育教員養成課程
の技術教育専攻では、教養科目、基礎科目に加えて、
小学校関連の科目の出講がどうしても必要である。
　それらの科目の中では、環境教育が可能なのは生活
関連の科目であると思う。その外に、技術固有の学習
内容なども考慮して環境教育ができるのは情報関連の
領域ということができる。そのような観点に立って、
現在係わっている教育活動を振り返って検討してきた。
それらは、以下のように要約できる。
  ①　環境教育は、教科間の垣根を低くする総合学習
　　　の原点で、総合学習への入り口として位置づけ
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られる。
　②　教科に共通する内容はエネルギーの技術的な考
　　　え方や取り扱い方および情報教育に関する事柄
　　　である。
　③　現場をもたない技術教育が、環境教育に係われ
　　　るのは総合的学習を基本とする生活科関連科目
　　　である。
　④　生活科受講生の期待する内容は、情操教育的内
　　　容も含む課題の実践または作業学習である。
８．おわりに
　仙台教育事務所高橋幹三先生（当時本学附属小学
校・粕川・大曲小学校）と本学附属小学校千葉信明先
生には、『生活科教材研究法ａ』の出講の分担者とし
て現場において実践された説得力のある経験豊かな授
業の紹介と授業分析の講義をして戴いた。また、本学
教育学部小住兼弘教授には､『生活科教材研究法ａ』
の初期の授業への分担出講を戴いた。さらに、本学教
育学部本田強教授には、授業設計上の助言と『生活ｄ』
への分担とを戴いた。名を記して感謝の意を表します。
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